
○データ駆動型農業の実践体制づくり支援　応募地区一覧 （別紙３）

品目
(地域)

取組主体名 取組内容 協議会メンバー

冬春

トマト

(西濃)

冬春トマトビッグデータ活用推進

協議会

・岐阜県の重点品目である「トマト」について、産地の複数農業者を対象

としたモデル地区を設置し、そこから得られる環境データ、生育データ等

のビッグデータを分析し、地域に合った最適な栽培条件を構築する。

海津トマト部会養液研究会、JAにし

みの、海津市、県（農政課、農業経

営課、農産園芸課、農業技術セン

ター、西濃農林事務所）

（取組イメージ）

（
最

適

な

栽

培

体

系

の

構

築
）

【モデル地区】

※ 研究会員全員が参画

【県】
・研究機関
・普及組織
・関係課

ＩＣＴベンダー JAにしみの

複数の農業者が参画するモデル地区を設置するとともに、農業者
組織、ICTベンダー、JA、県で構成する「推進協議会」を設置。

データ収集

【ビッグデータ】

ＡＩ分析

・ICTベンダーに
よる分析

（試験場と連携）

R4年度
【推進協議会】

基礎データ

・栽植密度

・定植日

・日収穫量

環境データ

・ハウス内気温、湿度

・日射量

・ＣＯ2濃度

生育データ

・株の葉数

・葉の大きさ(縦横)

・開花及び収穫段位

県スマート農業推進拠点
（モデル温室）データ

・試験場データ

※生産者が調査

※モニタリング装置で収集

栽
培
管
理
改
善
ナ
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ン
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フ
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の
開
発

海津トマト部会養液研究会

(１６名)
品目：冬春トマト

面積：約3.6ｈａ

・飽差

・


